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本日はお忙しい中をご来場いただき、厚くお礼申し上げます。

今年は、没後 4∞ 年を記念し、レオンハルト・ レヒナーの曲から、

現在楽諧が絶版となつているものの、後世の作曲家が受難曲作成の

お手本にした「キリストの受難と苦悩の物語Jと、レヒナーと同様日本

では演奏されることの少ない、ヤン・デイスマス・ゼレンカの作品を

選んで演奏することと致しました。

昨年一昨年に引き続き、今回もカトリック麻布教会からの深善なる

こ好意とこ配慮をいただき、この素晴らしい礼拝堂で演奏できます

ことを団員一同心から感謝しております。

水野発生の懇切なご指導と、練習ピアニストの堀江和子さんのオル

ガンに加え伊藤意以子さんのチェロという素晴らしい伴奏に助けられ、

また皆様方からの暖かい励ましにも支えられて、この演奏会を開催で

きることを、団員一同大変喜んでおります。

この荘厳な礼拝堂の、素晴らしい書きと雰囲気を、心置きなく

お楽しみいただければ幸いです。

東京アマデウス合唱団 団長 柿沼 替
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ヤン・ディスマス・ゼレンカ(1679～ 1745)
」an Dismas Zelenka
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レオンハルト・レヒナー(1553～ 1600
Lonhard Lechner

我らが唯一の贖い主にして救い主なるイエス・キリストの受難と苦悩の物語
(ヨハネ受難曲)
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指 揮 水野克彦

東京藝術大学卒業.

ピアノを滝崎鎮代子、 クラリネットを千葉国夫、
室内楽を細野孝興の各氏に師事.

オルガンの手ほどきを今井奈緒 子氏に受ける。

藝大バッハカンタータクラブに在籍中、小林道夫氏の

薫陶を受ける。 日本オルガニス ト協会会員.

チ ェ ロ 伊藤恵以子

東京藝術大学卒業.同大学院博士課程修了.チ ェロを
三木敬之、レーメ・フラショー、倉田澄子の各氏に師事 ,

′` り・エコールノルマルで学ぶ .

第 48同 日本音楽コンクール人選 .
Ensemble Delicc σ,メ ンバー ,

オルガン 堀江和子(燎練習ピアニスト)

武蔵野音楽大学短期大学部ビアノ科卒業。

キリス ト教音楽学校バイブオルガン科卒業。

同研究課程修T,ビ アノを水本雄二、野村文子、
オルガンを高橋靖子の各氏 1■師事.

現在、著荷谷キリス ト教会オルガニス ト聖歌隊伴奏者

日本オルガン研究会会員。

東京アマデウス合唱団
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辻村順子・松本書織

伊藤正子・大久保ルミ子・大友美佐・

小川由美子・宮崎米子

小沢 仁・片岡 繁

柿沼 督・野口 碩



今回の演奏曲目について

ヤン・ディスマス・ゼレンカ Oan I油匝田 Zelenkan:

『聖週間のための27のレスポンソリウム剣
(Rttn壼漬a pro hebdomada 8anm-55)よ り

「聖木曜 日のための レスポンソリウム J KDIo R""neonen allll G面 藪bm嵌 墨山υ

パッハと同時代のパロックの作曲家ヤン・ ディマス・ゼレンカ (167,1016-
17451223)の 生地であるチェコのプラハ近郊のロウノヴィツェ α∞蔽M∝)は、当時
はオーストリアの一部のような都市で、16世紀ドイツの神聖ローマ帝国の影響を強く受け
ていた。父イジー Oitt Zelenka)は教師兼オルガニストで、教会では先唱者も務めた。
ゼレンカの初期の音楽教育はこの父とおそらくプラハの Clemenmum神学校 (イエズス
会)によるものと考えられている。1710年 (または 1711年)ザクセンの首都ドレスデン
の宮廷楽団のヴィオローネ奏者になり、1716年から約二年間ウイーンに留学して対位法の

大家ヨーハン・ヨーゼフ・フックス l」ohann JOseph Fuxlに 師事した後、1719年頃ド
レスデンに戻つて宮廷楽団のコントラバス奏者に成り、作曲も行っていた。1728年にプラ
ハでオーストリア皇帝カール六世の即位の式典が行われたのを期に、ゼレンカは宮廷礼拝

のための音楽の作曲チームの一人に加わり、生涯に250曲以上の宗教曲を遺すことになる。

この『聖週間のための 27の レスポンソリウム』はその転機が訪れる前の 1723年に作られ
た作品で、そのうちの r聖木曜日のためのレスポンソリウム」の部分から今回 4曲を演奏

する訳である。このレスポンソリウム集は受難週の聖木曜日の朝真夜中に行われる聖務日

課で詩編唱、聖書朗読とともにセットにして行われる、朗読された聖書の言葉に対する応

唱モテットだけを集めたもので、1‐9は聖木曜日、1018は聖金曜日、19‐27は聖土曜日の
ための朝課の宵課 (Noktum夜課ともいう)と いう構成になつている。

…
meu8は聖木曜日の第 2宵課で歌われた四番目のレスポンソリウム俗 諭 で、マタ

イによる福音書第 26章 48-49「イエスを裏切ろうとしていたユダは、『わたしが接吻す
るのが、その人几 それを捕まえろ』と、前もつて合図を決めていた。ユダはすぐイエス

に近寄り、『先生、こんばんは』と言つて接吻した。」という聖書の言葉とマタイ 27章 3‐6
「イエスを裏切つたユダは、イエスに有罪の判決が下つたのを知って後悔し、銀貨三十枚

を祭司長たちや長老たちに返そうとして、『私は罪のない人の血を売り渡し、罪を犯しまし

た』と言つた。しかし彼らは、『我々の知ったことではなし、お前の問題だ』と言つた。そ

こで、ユダは銀貨を神殿に投げ込んで立ち去り、首をつつて死んだ」という記述に基づい

ている。その前に朗読される言葉は聖アウグスチヌスの詩編 55(ラテン語表記 6り の冒
頭部分に基づく執り成しの祈りである。この応唱の言葉はイエスの目で御自分を裏切つた

ユダを語つている。聖務日課としては、深い悩みと不安のなかにおののく私たちの魂が、

親愛を装つて自分を死へと導こうとする狡猾な敵の脅威を覚えて神を呼び求めて祈るとい



う流れが背景になっている。歌詞の各部分に置かれている旋律は多くの場合グレゴリオ聖

歌を想起させるように作られてある。グレゴリオ聖歌では 《Bonum erat ei,d natus non

価 set homo饉 》「彼のような人間は生まれなければ、彼にとつてよかったのに。Jは先
唱者が独唱で歌 う。《InfeLx prae“ nnlsit pretlum santtn13,et in島 ∝ laqueo se

suspendlt》「不幸な友は血の代価をそのままにして、とうとうわなで自分の首を吊つてし

まった。」の部分が反復されるのは、キリストを裏切り、彼を十字架に再びつけようとする

行為が自殺行為であって、その運命が死であることを強調している。

」uda6 me‐tor"“ullu8は聖木曜日の第 2宵課で歌われた五番目のレスポンソリウムで、
マタイによる福音書第 26章 15「『あの男をあなたたちに引き渡せば、幾らくれます力』と

(ユダが)言つた。そこで、彼らは銀貨二十枚を支払うことにした。」という記述とすでに

引用した26章 49の記述に基づいている。この曲でも、 《Melius erat皿 ,si natus non
価 sset》 「生まれなければ、彼にとつてもつとよかつたのに。」という言葉が詩編風に際

立たせてあり、グレゴリオ聖歌では独唱者が歌う部分である。そのあと、ユダの裏切りの

行為が lKDenano― nulnem Chnstum Judaels tradldlt》 「ユダヤ人の救い主を数デナ

リの銀貨と引き換えに引き渡したのだ詢 と反復強調される。世のキリスト批判に加担する

人間の愚かさが、イエスを裁こうとする者たちに自分の主を売り渡したユダの心に象徴さ

れるのである。音楽の形式としては劇MB'A″ で反復される旋律フレーズのAがユダの裏.
切りを語り、Bがキリストのユダに示した憐れみの振舞いとその思いを言葉にしている。

Ullug ex dIBclDle3 melBは聖木曜日の第 2宵課で歌われた六番目のレスポンソリウムで、マ

タイによる福音書第 26章 21にイエスが弟子たちに言われた「はつきり言つておくが、あ

なたがたのうち一人がわたしを裏切ろうとしている」という言葉に基づいている。この曲

にも反復して現れる 《Mchus erat皿 ,81 natus ncln iこ sset》 「生まれなければ、彼にと

つてもつとよかつたのに。」は、実はこの典拠のすぐあとイエスが言われる第 26章 24の

言葉「人の子を裏切るそのものは不幸几 生まれなかつた方が、その者のためによかつた。」

を引いているのである。グレゴリオ聖歌で独唱者の歌うのは、裏切者がユダであることを

示唆する言葉 《Qul■ntlnglt mec,・ m manum in pampslde,hlc me trad■ turus est in

manus peccatOrum》 「男は私と一緒に手を小さな皿に浸している。その罪の手で私を引

き渡そうとするのであろう。」である。ユダと名指していないことが、キリストを裏切るの

は私たちではないかという不安を祈る者に覚えさせる。例によつて、《Mellus erat Ш
=81

natus ncln衛

“

set》 とこの曲のテーマである llUnu8 eXdlBclpuL8 meiS tradetme hodle》

「私の弟子の一人が今日私を引き渡すであろう。Jの言葉が、旋律を展開させた形で反復さ

れる。

SenloI●81nluLは同じ朝課の第 3宵課で歌われた九番目のレスポンソリウムで、マタイに

よる福音書第 26章 3‐4の「祭司長や長老たちは、カイファという大祭司の屋敷に集まり、

計略を用いてイエスを捕らえ、殺そうと相談した。」という記述と、同 55のイエスが「ま

るで強盗にでも向かうように、剣や棒を持つて捕らえに来たのかJと 言われる言葉に基づ

いている。この曲のグレゴリオ聖歌で独唱者が歌うのは、《COnegerunt pOnt16ces et



phansaei∞ nc■l,m》「祭司長とファリサイ派が結合を図つたのだ詢 という部分である。
ヨハネによる福音書第 11章 49‐50によれば、カイファはファリサイ派の人々に向かって
「あなたがたは何も分かつていない。一人の人間が民の代わりに死に、国民全体が滅びな

いで済む方が、あなたがたに好都合とは考えないの力」 と言つたという。果たしてキリス

トは全人類の代わりに十字架にかかつてその罪を贖われた。それを「好都合Jと考えるの
か、それとも自分のために尊い犠牲となつてくださったと考えるのか、理性を振りかざす

現代の「ファリサイ派」とも言うべき自己中心な高ぶった私たちにこの言葉は鋭く問いか

けることであろう。この歌詞のあと、ぐ九 Jes,lm dolo tenerent et Omderent》 「いかに

陰謀を以てイエスを拘束して、殺すかと、」lKSenlom8 pOp遺 ∞n調hm fecerllnt》 「人々

の長老たちが協議をおこなった。」が繰り返される。

『葬儀のための3つのレスポンソリウム』ON錮疇
"m面
狐劉回 ntellomum-473

この曲が作曲された 1733年という年は、時代がバロックから古典派に変わろうとして
いた転換期に当たる。折からこの年2月 ドレスデンの宮廷の主ザクセン選帝侯フリードリ

ヒ アウグスト1世 (FrlednchAugustus I)が 逝去した。この 3由の作品は死者のための

聖務日課の朝課で歌われる3つの宵課に配分された3曲ずつ計 9曲のレスポンソリウムの

うち第 1宵課で歌われたもので、自筆総譜の状態から (特に扉が切り取られている)選帝
侯の葬儀に際して二長調のReqmem-46と ともに作曲されたとするのが定説である。

Credo cuod RedemDtOr lneuB宙宙tは第 1宵課の一番目の詩編第 5、 第 6、 第 7の交唱のあ

とヨプ記 7章 16-21の朗読があり、それに対する応唱としてこの曲が歌われた。朗読さ
れるヨブ記とこの歌詞は反対の精神内容を示していて、新共同訳は「もうたくさんだ、い

つまでも生きていたくない。ほうつておいてください。わたしの一生は空しいのですコ と

ある部分をラテン語聖書は「私にかまわないでください。私の日々 は空しいのですから」

と語り出し、「なぜ、私の罪を取り除力ず 、なぜ私の不義を除き去らないのです力、 見よ、

今や塵の中に眠ろうとしているのです。」とヨプが訴えるのに対して、答誦の歌詞は自分を

贖った救い主とともに塵からよみがえる復活の信仰を告自するのである。グレゴリオ聖歌

で独唱者が歌うのは、《Quem宙suru8 8u llep lpse,et ncln a■us;et∝u■ lllei cor.spect‐
sunt》「そのお方に私が自らお目にかかろうとすること、それ以外のことはありません。

ですから、私の眼が見えるようになりますように。」とある部分で、この曲でも3重唱で歌

うようになつている。

価 Lza― uu8ntastlは第 1宵課の二番目のレスポンソリウムで、ヨプ記第 10章 17
の朗読のあと歌われた。ヨプの言葉が死者の魂のつぶやきを代弁しているとすれば、この

歌詞はキリストに向かつて執り成しを祈つていることに成る。グレゴリオ聖歌 C●l唱者が

歌うのは 《Qu■ Ventu“ e8judlcare nvos et mort“ s,et saeculum per lgneIIt》 「あなた

は来られて、生ける者と死せる者を、そしてこの世を、火によつて裁かれようとしておら

れます。Jの部分である。ll‐ etDomme,dona“ qulelll》 「主よ、この方に安息をお与え
ください。」の歌詞が、最初は女性二重唱で歌いおさめたあと、今度は四重唱で独唱部分



を挟んで三度繰り返して歌われる。この構成は、選帝侯の葬儀を考慮したものであろう力、

曲全体がミサ曲Requemと 同様の荘重な作りになっている。

Domlne Ouando vonensは 第 1宵課の二番目のレスポンソリウムで、ヨブ記第 10章 8‐ 12
の朗読のあと歌われた。この聖句はヨプが肉体を授けてくださつた神の恩寵に感謝しなが

ら、今塵に返そうとしている非情の理由を問い詰めている部分で、曲の歌詞はそれに呼応

して、罪の赦しを叫び、兼て死者の安息を祈つている。グレゴリオ聖歌で独唱者が歌うの

は、《Comm188a mea p″esco,et ante te erubesco》 「私のかずかず犯した罪の心は震え

始め、あなたの御前で顔を赤らめようとしています詢 と 《Dum vene五 8judlcare,nclh me

∞ndemnare》「もし裁こうと願うのでしたら、私を有罪にしないでください。」の部分で、
本由の後者の歌詞は聖歌風に歌われるが、ヴァチカンのグレゴリオ聖歌集に載るものとは

違う旋律で歌われる。《Qula pec∞宙 mlni8■n宙ta mea》 「なぜなら、私は自分の人生の

あいだに余りにも罪を犯したからです」 の部分は、グレゴリオ聖歌では会衆が歌う部分で

ある。本曲でもその部分が反復されるのは、聖歌の構成を保存してあるのである。

レオンハル ト・レヒナー に d̈雲記LahneD:

『私たちのいく人かの救い主であり、至福を与え下さる方イエス・キリストの御受難とお

苦 しみ の 物 語 』 (ILgtona der Pa8810n und LIdello ullBem elnlgen Erlo8er8 und

SeLpa■erB Je8u Ch■lBtl BA2968『レヒナー作品集第 12J所収)

ドイツのルネサンス期の作曲家レオンハル ト・レヒナーlc 1553-1606961は 、その伝記

については不明な点が多い。出身地はスイスの南チロルと推定されているが、それは彼が

署名に姓を Atheshusと 書くからであった。しかし、父母がその地方の出身であったとし

ても彼がそこで生れたという確証はない。1570年にはバイエルン公の宮廷礼拝堂付聖歌隊
の少年歌手に成つていた。はっきりしているのは 1575年からで、ニュルンベルクの聖ロ

ーレンツ学園の助教師として登録されており、同時に《聖モテット集 Motectae sacrae1575

年出版》を女台めとするおびただしい数の世俗歌曲、マ ドリガーレ、宗教曲(マニフイカー ト、

モテット、ミサ曲)の発表によつて音楽家として周囲に認められていた。1584年からは
Hechingenの 宮廷楽長の職に就くが、彼がルター派の作曲家であつたために反改革を
推し進める領主 Eitel‐Frledrlch I世との関係が悪化し、わずか一年後にそこを去って

Wむ悔 nberg ttWШ℃hの 庇護を求め、まずテノール歌手として雇われ、1589年に宮廷
作山家に、1594年には宮廷楽長に任命された。この受難由は 1598年楽長就任の前年に

受難週のために作山されたもので、「ラテン語の古い教会コラールによつて四声で作曲

されたJと いう但し書きが付いている。
この曲は、16世紀のコーロッパの傾向として見られる特徴をそなえていて、15世紀頃
まで流行した単純な歌とポリフォニックな曲を交互に展開させる受難曲を改めて、ヨハネ

による福音書のテクストすべてをモッテ トのようにポリフォニックな作りにしてある。そ

のため、聖書朗読と合唱による人間の声とアリアの告自とコラールが織り成すバッハの受

難曲のような複雑な構成は見られない。聖書の朗読をポリフォニーで肉付けするのである。



幾分パー ト別に役割を与えながら、テクス トの言葉を劇的にダイナミックに伝える工夫が

なされている。

レヒナーは宗教曲のほかに世俗歌曲やマ ドリガルをたくさん遺していて、日本ではむし

ろその分野の作曲家として知られる。その本領がこの曲でも発揮されていて、人文主義の

時代を反映してテクストの音楽表現を人間的に描き出そうとする傾向が見られる。

第一部は福音書の第 18章 1‐ 8、 10‐ 13、 1924のイエスの逮捕からハンナスの尋間を受
けるまでの部分である。大祭司の義父ハンナス輌 共同訳はアンナス)がイエスを尋問する

部分は、新約聖書では表記の混乱が有つて「大祭司」が尋問したと記されているが、受難

由のテクス トはハンナスに修正されている。テノールの冒頭で歌う旋律が、本来福音史家

lEvange■ 80が歌う聖書朗読のモチーフである。しかし、この曲は必ずしも専らテノール

に福音史家の役割を委ねようとしない。そのモチーフを歌うパー トが福音史家の役割を代

表するのである。作曲者はすぐれたテノール歌手であつたので、テノールの使い方には非

常に特徴があり、高音域を十分に利用して、語られるテクス トの感情の高まりを激しく、

際立つように表現する工夫が施されている。この第一部でも、イエスを逮捕しようとする

人々とともにゲッセマネの園に現れたユダの裏切りの行動や動機を語る部分、逮捕する瞬

間のイエスの質問に答えて人々の叫ぶ部分、ハンナスの尋間中下役がイエスに平手打ちを

くわせる部分の語りと会話などはテノールの高音が効果的に使われている。バスは中世以

来の受難曲がそうしたように、イエスが語るせりふの独唱的表現とその朗読的基礎を担う。

ソプラノとアル トは対位法を駆使してポリフォニーの調和と美しさを支える役割に徹して

いる。

第二部は福音書の第 18章 25、 28・30、 33、 36‐40(一部省略)の弟子のペ トロが巻き添

えを恐れてイエスを知らないと否む部分とイエスがローマの総督ピラトの尋間を受ける部

分である。ペ トロが=度イエスの仲間であることを否定したあと、主の予言が的中した自

分の弱さに激しく泣く部分はマタイによる福音書第 26章 74‐75の記述を挿入している。
ペ トロと人々の対話では、人々の語る言葉はテノールが朗読を受け持つが、ペ トロの言葉

の部分は朗読をソプラノに任せて、そのテノールが彼の慌てた興奮やそのとき鶏が鳴いた

衝撃を激しく歌い、次の復唱で再び朗読のモチーフを受け持つという展開を見せる。イエ

スと尋問するピラトとの会話では、上二声乃至三声がピラト、バスまたは下二声がイエス

の言行を語る。特に、バスの語り方はバッハにも影響を与えているようである。そこでは

朗読のモチーフも部分的に現れる。ピラトが 《Ich hnde■ eme Schuld an mm》 「私はこ

の男に何の罪も見出さない」という部分以下は、朗読のモチーフをアル トに譲つて、バス

がピラトの生々しい声を受け持ち、群衆の声は上三声が受け持つという構成になっている。

テノールの冒頭で歌う旋律



第二部は福音書の第 19章 1‐5と 15・ 18で、ピラトがイエスを鞭打たせたあと、祭司長
たちに引渡し、彼等が「されこうべの場所」と呼ばれるところへ十字架を負わせて連行す

る部分である。この部分では、イエスが鞭打たれる部分、いばらの冠を彼の頭にいただか

せる部分、人々が「十字架につけろ」と叫ぶ部分、ピラトがイエスを群衆に示す部分が特

にリアルに表現される。0%3weg,wegl》 「うせろ、うせろ、うせろ !Jは聖書にはない。
印象的なのは、ピラトがイエスを「お前たちの工」と言つたのに対して、祭司長たちが「私

たちには国王は居りません。」と言う部分が、大きく表現されている点である。キリストの

王権を否定した彼等の発言の重大さを強調するのである。イエスが十字架を運ぶ説明部分

では、付点二部音符と四分音符による重い十字架を引きずる表現が施されていて、これは
バッハも用いた手法であつた。

第四部は福音書の第 19章 19‐ 20の ピラトが罪状書きを書いて十字架に掛ける部分であ
る。レヒナーがこの部分だけを一楽章として取り扱つていることは注目に値する。福音書

はその罪状書きが「ユダヤ人の王」とあるので、祭司長たちが「この男は『 ユダヤ人の王』

と自称した」と書き改めるようにピラトに要請したという部分が続くが、レヒナーはマタ

イによる福音書第 27章 39‐40を用いて、罪状書きを見て首を振り振り、「神の子なら十字

架から降りて来い」とイエスを侮辱する人々の言動の醜悪さを大きく描こうとする。この

部分の群衆の声の主役はソプラノとテノールで、前者はどちらかと言えば朗読を、後者は

生々しい人間の声を受け持つ。

第五部は福音書の第 19章 26‐30の十字架上の息を引き取られるまでのイエスを描くが、
レヒナーは十字架上のイエスが言われた七つの言葉を完備したテクストを作るために、ル

カによる福音書第 23章 34の 「父よ、彼らをお赦しください。自分が何をしているの力蜘
らないのです。」と、同章 4243の共に十字架にかけられた犯罪人の一人に言われた「ま
ことに、まことにあなたに言って置く。今日、あなたは楽園で私のそばに居るであろう。」

と、マタイによる福音書第 27章 46の 「エリ、ラマ、アサプターニ?(新共同訳「エリ、
エリ、レマ、サパクタニ。」)」 と、ルカによる福音書第 23章 46の 「父よ、あなたの御手
に私の霊をゆだねます」 を挿入した。これらの言葉は、バスがイエスの言葉を表現する主

役になつている。このうちアラム語でイエスが言われる言葉の意味の説明部分は上三声で

行われる。また、イエスがご自分の愛して来られた弟子(ヨハネ)を母マリアに紹介する部

分は、主役をテノールに振り当てている。

結尾には llDer Du tt uns gehtten ha8t erbame Dlchi】 nser・ o Jesu!》 「そのあなたこ

そ私たちのために苦しみを受けられたので丸 私たちをお憐れみください、おお、イエス

さま !」 という言葉が付く。ここに語られる受難物語は、私たちの罪のためにキリストが

苦しみを受けられたのだという啓示として受け取つて欲しいというメッセージを託した祈

りなのである。 (文責 :野口 碩)



歌詞対訳

」an DIsmas Zelen■ a

Dle Respon80rlen zulll Cmndonnerstag  聖週間の聖木凛日のためのレスポンノリウムG機
(Re8POn3ma prO bebdolnada 38nm -56) 『聖週間のための27の レスポンソリクム集Jよ り

,    Z7elte No―                第二青課
′

,    レJわ Ⅳ―R38p4              第4朗読に対する第4レスポンソリクム
AElcu8 meus o8ctt nle indldlt“ 帥0      私0エス)の友(ユグ)は接吻の合図をもつて私を引き

渡した、

lluet 08Culatus tero,lp8e e工,tenete ett n    自分から接吻を受けた者を誰であろうと取り押さえ

ろ、 と。
■oc malllm tclt e10unl,             これが邪悪の合図となつた。
qtu per osculum aalmplent homladlll‐      つまり、接吻によつて殺害を成し遂げたのな
InfeL晨 praetem181t pretltl1 3an印 肛鵬,       〔答唱反復〕不幸な友は血の代価をそのままにし、
etln Ene laqueo“ suspendlt          そしてとうとうわなで自分の首を吊つてしまつた。
V:Bonulll erat et81 natu8 110n… 8et hOmo■ue   〔詩唱〕彼のような人間は生まれなければ、彼に

とってよかったのに.

Lmo V― Ro3p 6               第 5朗読に対する第 5レスポンソリウム

」udas Elerator pe3sulll13 08Cu10 petut Domlnlllll   極悪の商人ユグは接吻をもつて主を訴えた。

llle ut agnl13 1nnocel13 nOll nega、■t Jlldae oselulllll  たとぇあの罪の無い月ヽ羊がユグの接吻をおまな

かつたにせよ。

Denarlortlm■u llero Chitum Judae18 traaldlt   (答 唱反復〕ユダヤ人の救い主を数デナリの銀貨と

換えに引き渡したのだ。

V:Melltt erat工 ,3i natus noll i188et       〔詩唱〕生まれなければ、彼にとつてもつとよかった

の に 。

L"わ Ⅵ―Reep●               第 6朗読に対する第 6レスポンノツクム

Unug ex dlsclpⅢs me■e tradet llle hodle:      私の弟子の一人が今日私を|き渡すであろう。

V鯰 皿 per quenl tradaF egO            あ わゝざわいなるかな、その男によつて私は引き渡
されるだろう。

,    Mellus erat Щ  81 natuB Ilon fu138et       生まれなければ、彼にと
つてもつとよかつたのに.

、    V:Qu・ l・lllnglt mecllm malllull■ a parop81de,    〔詩唱〕男は私と一緒に手を小さな皿に浸している.
J    hlc nle traal-3 eSt ln tllanus peccatomlll     その罪の手で私をう1き渡そうとするのであろう。

Mellu8 erat i鴫 sl natug lllln饉 髯t       (答 唱反復〕生まれなければ、彼にとつてもつとよか
ったのに。

Unus ex dlempu■ e llleお tradet llle■ oale      私の弟子の一人が今日私を引き渡すであろう。

ulo Ⅸ―Re8p O               第 9朗読に対する第 9レスポンソリウム

Senlors pop並 ∞n3■um fecerullt,        〔答唱反復〕人々の長老たちが協議をおこなった、
ut Jesu ll dOlo"nerellt,et omderellt:      いかに蔭課を以てイエスを拘束して、殺すかと。



cI Il glaalio et i3●buS enerllllt         そこで、剣と棒を持つて出て行つた、
tamqualll ad latrollem               あたかも略奪者に従う如く。
v:oonegerunt pOnt■ 6ces et phan3ae■ Collclu‐    〔詩唱〕祭司長とファリサイ派が結合を図つたの鳳

Jan Dlema8 Zelenh

囲 RmOn80nen‐ ll ntenoM_     葬機のための 3つのレスポンソリウム

1:Cmdo nOd Rodemptu l●euB■鸞

Credo quod Redemptor meu8…、          私の信じるところでは、私を贖つてくださつた
お方は生きておられて、

et ln‐Mttlmo dle de tera 3-Cturl18 8unl     最後の日に私は塵からよみがえるのです。

Etlncame mea輸¨
"礫
ulll,Salvatom血 面em       〔答唱反復〕そして、私の肉のうちに神を、私の

救い主を見るでしょう。

Quelll■8ul u8 8ull ego lp8e,et■ oll allu3;      〔詩唱〕そのお方に私が自らお目にかかろうとす
ること、それ以外に何もありません。

et∝uh nlei consp“ 饉 sunt           それで、私の限が見えるようになりますように。

lI:Q● ― mm meu●otn3tl

Qu■ La7arull“ 8u8Cl● 8tl a nloll■ lnento foetldunl,   〔詩唱〕あなたはラザロを悪臭の墓からよみがえ

らせたお方、

TuetDOmlne,aona ttqulem              〔答唱反復〕主よ、この人に安Bをお与えくださ0、
Tu el,I10mmo,dona reqluenl.et loc■ ltlndulpn4■ ae   主よ、この人に安 Bを与えて、悪愛の余地

を施してください。

Q●
“
ntul u8 e8 judlCare vlvo8 et mOrtuo3,       あなたは来られて、生ける者と死せる者を、

et eaectum perlgnem                そしてこの世を、火によつて裁こうとしておら
れま九

皿 :… quandO Vener18

Doml■e,Domlne,mmlne,DOlnute            主よ 1主よ :主よ !主よ !

Do‐lne,quandO℃
“
r18'ualere● rralll,         主よ、あなたがこの世を裁こうと願われると

ubl llle ab8COlldam a n正 u metuae'         き、あなたの怒りの御顔から身をどこにはし
たらよいのでしよう?

Qula pecca_Ⅲ :… 1。 In nta mea             〔答唱反復〕なぜなら、私は自分の人生のあい
だに余りにも罪を犯したからで九

Collllll133a lllea pave8Ct,et ante● erube8oo:      〔詩唱〕私のカザ かず犯した罪の心は震えだ
して、御前で顔を赤らめようとしていま九

Dunl veners,ualcar,noL me ctlndemnare       もし裁こうと願うのでしたら、私を有罪にし

ないでください。

Qtt PeCCavlln t● mea                自分の生涯のあいだに罪を犯したからで七

Req‐em aetenan dona●Ib_le:           〔聖歎)主よ、この人にとこしえの安息をお
与えください。

et lⅨ perpetua llloeat el                また、何時までも絶えない光がこの人にさし

ていますように。

一―――― 休憩 ―――――



Lconhnd IAhner レオンハル ト・レヒナー1593作

nstona der Pass10n und l′ lden3 unge"   「ユたちのぃく人かの教い主であり、至福を与えて
ellu80■ Er10sem und StttmaChem」osu Ch饉 下さる方イエス・キリストの

“

受難とお苦しみの鮨詢

nach dem alten latelal∝ hen KКhellchoral   【古いラテン語の教会聖歌に基づいて4声で作
nllt"r Stllnmen compOnlert           曲された。】
●onhardIHhner Werke Band12        (『 レオンハルトレヒナー作品集』第 12つ

E""r Ъll                  第一部

Da3■iden un3eB Hび nヽ」eeu Chnstl      私たちの主イエス キリストのお苦しみは、
au3 dem EvangeLsten」 ohanne          『ヨハネによる福普書』によるとこうである。
Da」esus∞lche3 geredt hatt,            イエスはこのような事を話されてから、

い g er hlnaus mlt seulen」 ungen         御弟子たちと出て、
uber den Bach Kllron:               キドロンの渓流の向こうへ行かれた。
Da war eln Carten,               そこには園があつて
ln den ang Je8uS mlt 8einen」 ingern       イエスは御弟子たちとそこに入つて行かれた。
Jude3 abeら derlhn I・emet,wunte den Klr auch,   しかし、イエスを奏切つたユダも、その場所を知っ

ていた。

denn」estls“r3allunelt elch Ot da8elbst      と言うのは イエスは同じ場所に時々
mlt ee■nell」ungem                 御弟子たちと集まられるからである。

Da nul」uda3 m 31th hatta genonllllen dle“har  折しも、はたしてユダは大勢の群衆と
und der Hohempne8い r und Phan3aer lhene■     大祭司とファツサイ派の下役を味方に弓1入れ、
Lonlmt er dabln mlt Faneln,Lampen und mlt■ arenたぃまつ、ランプ 武器などを持ってその国に

入つて来る。

Ale nun」 e8u3mtttFl alles,wa81hm begegnen 80nte, ィェスは彼に出遭う事を何もかも知っておられた

●ng er lllnaus und sprach zu lhnen:        ので、出て行力れ て 彼らにこう話しかけられた。
,,Wen 3uChetlbr9“                  「あなたがたはだれを捜しているのか。,

Sie amvortten遇 ゴ                彼等はイエスに答えた。

"」
eeum von Nazareth"            「ナザレのイエスをだ.」
」98u88p●cht zu lhnen:             イエスは彼等にこう言われる、

"Ich bln3.'                    
「わたしである.」

」uda8 abettder lha vernet,8tШd auch bel■hllen   ところが、イエスを奏切つたユダも、彼等に

加わって居た。

」はnun Je8uS 2tllhnel1 8pnChl,lCL blD8,“      はたしてイエスが
'わ
たしてある。Jと言われた

■■Chen 31e―Ck und“len zu Boden       ので、彼等は後ずさりして地に倒れた。
Da taget er ele abemalび             そこで、イエスは彼等に再びお尊ねになつた。

押%n3uchet lhr7                 fあ なたがたはだれを捜しているのか。J
Sle aber 8praChell,,Jesu n voll Na2arFI● “    彼等はなおも、「ナザレのイエスをだ」と言つた。
JeSu8 antWOrter                イェスはぉ答えになつた。
,,lch hab8 euCh"田J,da3 iCh3 8er        i私はお前たちに『私である』と言つたではないか.
8ucllet lbr denn mlch.801a88et ale8e gehn“     お前たちは私を捜しているのだから。それならこの

人々を去らせなさい。J



Da hatte SImon Petrus eln Schwert        このとき、シモン ペ トロは剣を持つていたので、
ulld 20g e3 au3                  それを抜き放ち、
und 8Chlug nach de8 Hohenpne8お r8KneChte   大祭司の雇い人に向かつて切りつけ、
und hleb lhm sel■ ttcllt Ollr ab          彼の右の耳を切り落とした。
Da 8praCh」esu8 a Petro:            そのとき、イエスはペ トロに話しかけられた。
,,Stee■ deln Scllwert i dle Schelde!       「あなたの剣を帯に納めなさい !

son lch den Kelch nlcht tanken,          私の父が私にお与えになった杯は、飲むべきではな

den nur meln Vater gegeben hat,・         いのか。J

Ille lllener aber bunden lhn            然るに、下役どもは彼を絆り、
und■h■eten lhn a‐ er8● 2 Halulag       そのあとで先ず、ハンナスのところに連れて行つた。
Der ta"t」88u‐ ■l18elne Junger        ハンナスはイエスに彼の弟子のことや
Ш d unl・・・"Lhre                その教えについて尋問した。

」e8118 annortet lllm:              イエスは彼にお答えになった。

"Ich habe tel orentli‐
I・ geredt vor der Welt,   「私は世に向かつて公然と話して来た。

lch hab ablt gelehrtln der“ hi undlm TempeL シナゴーグでも神殿でも教えて来た。
tag dle,30e3gehOret haben t            もしそれを関いたことがあるのなら、その人々に尋

ねてみるがよい !J

EIn Dlener aber 8o dabel stund,           しかし、一人の下役が、傍に立っていたので、
gabe J08u elnen 3anen¨Ⅲch ulld sprach:     イエスに平手打ちを一発くわせ、こう口を利いた。

,,SOu8t du dem HOllenp●88ter a18c antworten?“   「おまえは、大祭司様にそんな答え方をするのか ?J
」eSu3 anhOrtet:                 イエスはお答えになった。
,,Hab lch ubel geredt,∞ bevelee es,島ごbos eFl:  「私が悪い事を話したのなら、私が悪いと言う事を証

明しなさい。

bab leL aber Hbt geredt warum echlag8t du mlch?“ 「しかし、私が正しい事を話したのなら、なぜ私を

ひっぱたくのか。J

Und Hamla8田 ndte lh■l geb…den         それから、ハンナスは彼を縛つたまま
zu dem lohenpnester Kalpha3          大祭司カイアファのもとに送つた。

Zwelter n■ l                  第二部

SImon Petm3 aber 8tund und w_et slch:     しかるに、シモン ペ トロは立ったまま、暖を

取つていた。

da 8PraChen 31e Zu■ hm:               すると、人々が彼に向かって話しかけた。

"Blet du nlcht Belner」
unger elner9“         「おまえは彼の弟子の一人ではないのか.J

Er verleumet aber ulla sprach:           しかし、彼は否定してこう口たつた。

"Icll bln8 nlCht,Ich blns nlcht“
           「違いますよ、違いますよ。J

Und a180balde hahet der■ ahn           するとすぐに、雄鶏が鳴いた。

Ond Pem8 gedacht der WorlJesu         そして ペ トロはイエスの言葉を想い出し、
ulla glng hlnaus una velnet bltteFLch         出て行って、はげしく泣いた。

」esttll aber allten 81e voll Kalpha ln dagヨ 出hthaus  さて、人々はイエスをカイアファのところから

裁判所に連れて行つた。

Da glng PLtu3 Zu■ nen heraus und spracll:     そのとき ピラトは彼らのところに出て来て、
こう言つた。



"Wa8 bnngetlhr缶
eln КLge uber dlesen mnschen?“ 「おまえたちはこの男についてどんな訴えを

持ち込んだのか。J

Sle ant■ ortten und sprachen:             彼らはこう答えて申し立てた。

"W… dleser nlcht eln meltater           「この男が犯罪者でなかったら、
前 hatten dr in nlcht uberlntwortet・        私どもはあなたに引き渡すようなことは

しなかつたでしょう。」

pa nefPnatus」 e8u uld 8prach zu lhm:         そこで、ピラトはイエスを呼んで、こう彼に

向かつて語りかけた。

,,Di3t du der Jtlden Konlg?“              「おまえはユダヤ人の王なのか。J

Je3118 anⅢα憫,                  イエスはお答えになつた。

,,M品 Llch let t■ cht won dleser Welt“        「私の王国はこの世のものではない。J
Da sprach Pllatu8:                  すると、ピラトが語りかけた。

"So bist du dennoch eln Konlg2“
        rで は、おまえはやはリエなのか。J

」esus antworter                  イェスはぉ答えになつた。

"Du 8agsts                     'あ なたがそう言っているではないか。

Ich bln dazu geboren undln dle Wat kommen.     私はそのために生まれ、この世に来たの亀

da3 1ch ale mhrhet zeugen 3011;           それは、真理を証しするためである。
Wer au8 der tthrhelt●●               真理から出た者は、

der boret lllelne Stlnlllle`               私の声を開く.」

Spncht pllatug zu lhm:                   ピラトはこう彼に語りかける。

"Wお
18t■7ahrhelt9“                 f真 理とは何か。J

Undいag wieder blnatt zu den」 uden         そして、ふたたびユダヤ人たちのところに出て
und 8PraCh zu■hnen:               行つて、こう彼らに述べた。

"IcL Ende kelne Sclluld an lhm:             f私
はこの男に何の罪も見出さない。

M7ollt tt null,d“ lrh ellch der Jllden Konlg lo3gebe?´  さあ、お前たちは、私がおまえたちにユダヤ人
の工なる者を釈放してやることを望むのか。」

Sle schneen all:                    彼らは皆叫んれ

"Nlcht alesen,∞
ndem Barrabam!“          「その男ではなく、バラバを IJ

Dntter t■ l                    第二部

Da nahlll PLtus Jesum und ge■ eelt lhn,        そこで、ピラトはイエスを捕らえ、彼を鞭で

打ち

Ш d al。 ●

“

g81necht llochten elne B¨ ne"n Donen 兵卒たちがいばらで冠を編んで
luld setzten sle lhm auF8eln Haupt         それを彼の頭に戴せて、

und legten lhm eln POurkleld an und 3prachen:   紫衣を身に着けさせ、こう言つた。

"Sei ge夕
utlleber Judenkonlg!“           「よう、ユダヤの工さま君 :」

Ш d gabelllhm Banenstrelch            そして、彼に平手打ちを食わせた。
Da nhret.hn Pmtus herau3 md"rach n den」 uden: そのとき、ピラトは彼を達れ出し、ユダヤ人

たちにこう言つた。

"Sehetwelch¨
Men8CL!“              「見よ、なんといい男ではないか !J

Sle aber chrleen:                   彼らはそれでも叫んだ。

"恥g,鴨g,weg!●e―ge,kre― ge,kreuage lhn!“     鞘 えろ、消えろ、消えろ 1+年架につけろ !



十字架につけろ !十字架につけろ !」

ID8 8praCh Pllatus                    すると、ピフトカ
`こ
う語つた。

"sOu lch e_・
n Konlg he週●n'・          f私 は、お前たちの工を十字架につけなければ

ならないのか ?J

Dle Hohenpne3ter antwortten:             大祭司はこう答えた。

"Wt haben kelnen Konlg,aneln den Kaleer!“
     r私 たちには国王は居りません。皇帝陛下だけ

です !J

Da uberanmortet erlb■ .daC er geL‐gt―de    そこで、ビラトはイエスを引き渡して 彼が
十字架にかけられるにま力せ た。

Sle nahmen aber Jestalund n出
“
ten lhn hln,     ところが、彼らはイエスを受け取ると彼を連行し、

ulld Or trug 8eln K“uz und glng blnallB zu der Statte, イエスがご自分の十字架をお運びになって、

welche heulet schadeleta“               されこうぺの現所と名づけられた処へ出て行つた。

Da buzlge“n31e lha                そこで、彼らはイエスを十宇架につけ、
und llllt lhm 2Weell alldere a belden S■ い鳴      両側にはかの二人を彼と一緒につけた。
Je8ull a“ r‐tlen llllle               但し、イエスを中にして。

VIertor■,ll                   第四部

Pnatue aber 8chneb eln Uber8Chrm          ところが、ピラトは一枚の見出し徘 状書き)を

und he“ t81e auFda8麟 uz,            書いて、それを十字架上に留めた。

Ш d war ge8Chneben hebralech,gnech18Ch      そして、それはヘプライ語とギリシャ語と

und lateln18cL:                   ラテン語で次のように書かれてあった。

"」
13u30口 Nazllreth der Juden Ko疵

‐       「ナザレのイエス ユダヤ人の王。J
Die aber voruber剪

"n,lagterten lhn         
ところが、そこを通りかかつた人々は、彼を冒

und Bchttteln lhre Haupter              流して、その頭を振り振り、

ulld eprachen:                     こう話しかけた。
,.Bm alch,Ⅲ  feln brlch8t du den Tempel      「この畜生め、お前が神段をみごと打ち壊して

und baue3tlhn ln drelen Tarn;            三日で建てるというなら、
h■,a.r eelb8u                    自分を救つて見ろ !

Blet au cottes Solln,                 お前は神の子なんだろう

80 3telg herab Ⅵ回 buzel・             だつたら、十字架から降つて来い 1」

…

r tll                    第二部

」e8u8aber betet ulld 8praCh:             イエスはそれでも祈つて、こう口にされた。

"ヽ
峰 、"‐

be lhnen,dem“ wl yn蒟ぬ、      r父 よ、彼らをお赦しください、彼らは
W38 81e tun“                     自分が何をしているのか知らないのです。J

Und a18 0r“Inc Mutter 8abO            そして、御自分の母が目に入り、
und den」unger dabel etehn,             御自分が愛して来られた弟子が傍に立っている
den er lleb batt 8pnCht er zu 801aer Mutter:     のを御覧になると、御母に話しかけられた。

"Welb,“
he,da8 1St deln SOhn'“             r婦 人よ、ご覧なさい この人はあなたの息子

ですよ :」

Danach 8praCh er 7u“ nt」 u■ger          次に第子に向かつて、話しかけられた。

,,Slehe,dae ist de■■eM●●■“             fご 覧なさい、その人はあなたのお母さんです。」



腱 r Ltemater aber eine■ oo zu 80mer Lchten hanget,  ところが 彼の右に架かつていた一方の犯罪人
sprach 2u■ hm:                    が 彼に向かつて議し力■すた。

"He_gedenk an lllict,wann du ln del■
Relch Loalllle8■・ f主よ、あなたが御国においでになるときには、

私の事を思い出してください !J

und」esus,rach zu:hm:              すると イエスは彼に向かつてこう話された。

"Wahrhch,wahrtch ttg lch dlr             rま ことに、まことにあなたに言つて置く。
heut― t du bei‐■r geln lm Paradtese・        今日、あなたは楽口で私のそばに居るであろう。J
DaS aber a■ e Scllntt"“ uet― e,8praCh er     だが、(聖書に,力・Itた ,御言葉が成就して
_mch durstet“                   彼は [私はのとが渇いたJと 口走られた。

Sle aber relchten lhm E88ig in einenl SchM amm    しかるに 彼らは海綿に酢を浸して彼に差し出し
た.

Und」e8uS SChnelaut Ш d sp“ch:           すると、イエスは大きく叫んで こう口走つた。
,,コL,Ell,lallla asabthanl,・                 fエ リ エリ ラマ、アサプターニ?J
Dao leti,Mel■ Cot●nleln Cott,            これはすなわら

'我
が神 我が神、

warulll hagt Du nllch verlattn,“           どうしてあなたは 私をお見捨てになるのですか,」

という意味である.

Und■ lederttlll sPraCЬ er              そして、さらに ,ヽう 一度こう口にされた、

"Es iet"ubracht“
                「成し遂げられたJと .

Und abenllal rleFerlau●               だが、またしてもこう大声で呼ばれた。

.Ⅳate=in deine Hande beFebllch melnell Ce18゛ “   「父よ、あなたの御手に私の霊をゆだねます 1」
und nelgete das Hallpt und℃ r8Chled         そして 頭を垂れて、この世を去られた。

Der Du fur uns gent"n hast,             そのあなたが私たちのために苦しみを受けら

erbarme Dlch ullse■ o」esu!             れたので九 私たちをお憐れみください、おお
イエスさま 1

(訳詩 野口 碩 )



東京アマデウス合唱団のご案内 (2006.11現在)

少人数に適したルネッサンスやバロック時代の宗教曲を積極的に取り上げて、

他の合唱団ではあまり歌うことの無い隠れた名曲を歌つてみたい方をお誘いして

おり、来年は没後 300年 となるプクステフーデの曲で全ステージを演奏したいと考えて

おりま九

今後の活動予定は下記の通りですが、少人数のパロックのアンサンプルを一緒に楽し

みたい方や興味のある方が居られましたら、是非一度下記の練習会場にお出掛け頂き、

見学だけでも大歓迎ですので練習状況等をご覧頂きたいと願つておりま丸

下記ホームページをご参照の上、「護国寺」の同仁キリスト教会内の「美登里幼稚口」

へお出掛けいただきたく、団員一同期待してお待ちしております。

(事務局 大久保ルミ子)
http:/ノ hOmepage2 nifty com/Amadeus/

今後の予定

予 定  2007年 10月 8日 (祝 。月)
予 定  カ トリック麻布教会
演奏曲目 没後 300年を記念し「ブクステフーデ」の作品を予定

●加ご希望の方ヘ

お問い合わせ先   辻村順子 048-476-4056

大久保ルミ子  03-3960-7714
練習日  毎週水曜日 午後 6時半～9時
練習場所 同仁キリスト教会美登里幼稚園 2F
指導者  水野克彦
会 費  月 額 4千円(学生 2千円)

入会金 1千円

(練習場所への交通案内)右図参照

中地下鉄有楽町線
「護国寺」駅下車 6番出日から徒歩 5分
*JR山手線「目自」駅より
都バス「椿山荘Jまたは「新宿西口J行きで
「目自台 3丁目」下車 徒歩 3分

`■
5■ ●

1師



演 奏 会 の 記 録

開催年月 主 な 演 奏 曲 目 指 揮

第 1回 198102 ■■―ツアルト(レクィエムくジェスマイヤー版、アヴェ ヴェルム コルプス)等 寺村博司

第 2回 198111 ヘンデル(メサイア) 渡辺央己

第 3回 198222 フォーレ(レクィエム)、 ジョスカン・デプレ、シュッツ等 鈴木 優

第 4回 198309 モーツアルトは冠なサ、ミサ.プ げィス220、 ヴィクトリア等 黒岩英臣

第 5回 198409 ■■―ツアリレト(レクィエムくジェスマイヤー膝、 ミサ.ブレツィス194) 黒岩英臣

第 6回 198510 JSパッハθンタータ1069、 プクステフー7~、 ハスラー 宮本昭嘉

第 7回 198610 ‐ ツァルト(グローセ・ミサ)、 ヴィクトリア(アヴェ マリア)等 鈴木 優

第 3回 198710 シュッッ (ムジカーリッシェエクセクィエン)、 ハスラー(ミサ.セクン分 鈴木 優

第 9回 198812 モーツァルト(ヴェスペレ3391、 F.uハイドン(ミサ.ブレヴィ対等 斎藤明生

第 10回 198911 ‐ ツァ,レト(レクィエムくバイヤート、ミサ・プレヴィス140) 齋藤明生

春の小演奏会 199005 ジョスカン'デ・プレ(バンた.リング,)、 ハスラー等 斎藤明生

第 11回 1991,02 モーツアルト(リ タニア24)、 こMハイドン(ヴェスペレ) 齋藤明生

第 12回 199111 ‐ ツアルト(ドミニクス・ミサ、サンクタ.マ リアマーテルデイ)等 斎藤明生

第 13回 199211 シヤルバンティエ慎夜中のミ→、シュッツ、プクステフー
~等

斎藤明生

第 14回 199811 モーツアルト(ミサ ブレヴィス27D、 アルブレヒツベルガー 斎藤明生

16周年記念 199411 モーツアルト(レクィエムくドルース版>、 9=渋谷滉声と合目 斎藤明生

第 15回 199510 」.S,′ ッヽハ(カンタータ18②、プクステフー
‐
lミサ・プレヴィス)等 斎藤明生

第 16回 199611 モーツァルト(ヴェスペレ339、 アルブレヒツベルガー等 齋藤明生

第 17回 199710 モーツァルト(ミサ ソレムニス337、 テ・デウム ラウダムス)等 斎藤明生

第 18回 199810 J.S.′ ッヽハ(カンタータ61,1961、 D.スカルラツテイ 斎藤明生

第 19回 199910 ラインペルガー(スタバト マーテめ、JM′ イヽドン等 斎藤明生

斎藤先生追悼 200007 ハスラくミサ・セクンの,Fメンデルスゾーン、ホミリウス等 水野克彦

タリスマス 200012 四つのアヴェマリアσ肝 ルト、カスカン・デ・ル、韓クリア、ドレスll tl等 水野克彦

第 20回 200111 ‐ ツアルト(ト リニターティス・ミサ)、 F.J.ハイドン等 水野克彦

第 21回 200210 ドイツ ノヾロックOCF′ ッヽハ、シュッッ、プクステフー→ 水野克彦

第 22回 200311 ラインベルr―lスタバト・マーテめ、アルブレヒツベルガー 水野克彦

第 23回 200410 D.スカルラツテイ、パレストリーナ、モンテヴエ′ιディ 水野克彦

第 24回 200511 シュッツ、テレマン、プクステフー
~(カ
ンタータ) 水野克彦

第 26回 20)611 L.レヒナー慢難山)、 JDゼレンカ価足木曜日のためのレスポンソリア9 水野克彦
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